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3・型グリセロ燐際 Cs・GPAとす〉、及びその話導体例えばレシチン、セプアリン等の天然胸中iこ










!包~天然油脂を用いた。動物性のものとして天然ベタ ー(当-印〉、 fI![物伎のものとしては白 ゴマ刈lを選
んだ。
先ず之ミ与の泊11旨が温度及ひ1時間により PVCPeriodate Value，サンプル100gに対する Pcriodic




I~ 然パター | 食用自コベ1
-. 一 一一 jPA Wj~)な I PV 
OOg) I (∞15g) I(mg. equiv./100g) 。 4.48 8G.0 2.26(々) 43.4 
1 4.15 78.6 1.72 33.0(c) 
2 5.20 99.8 1. 69 32.岳(c)
3 ().79 130.4 1.u1 29.0(c) 
4 6.85 131. () 1. )7 22.4(C) 
5 5.67 108.8 1. 2() 24.2(C) 
6 4.71 90占 3.23 ()2.0 
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官事2表 ~サンプJレを各温度に24時間i次世
| 天然パタ ー | 食用自プマ泊
温度戸高唆吸/ PV 阿1嗣「--F「 一
1 (cc/5g)目(mg.equiv /1∞g) I (cc/5g.) I(mg. equiv./l∞g) 
370 I 4. 33 I 8:.1. 2 I 5.∞ I 113.2 
500 I 5.66 I 108.6 I 3.18 I 61.0 
750 1 3.)2 I 59.8 1 2.41 1 46.2 
98。 54.8 52.3 
第3表恒li温情 370C
時間 。
H〈ccEf両B殺g22事〉-・EE・1由(田一百:/5事g4 町. .• サγプノレ P(Acc消/5費g)電 PV.
食用プマ泊+β・GPAI 4.00 4.20 4.05 
食用プマ消 4.78 91. 8 5.13 5.48 105.2 
天然パ ~- +β・GPA 8.40 8. 13 8.03 
天然パ }l - 4.73 90.8 5.78 5.95 114.2 
s-GPA(<) 3.33 3.30 3.28 
β-GPA-(b) 0.95 
β-GPA(c) 1. 05 
a. 10mgのかGPAナトリウム塩に相当するかGPA1. 83 ccのア
ルコー ノレ溶液




















c. 10mgのかGPAナトリウム趨に相当するかGPAのアノレコ -1レ に於て2時間の振設は、 0・G
溶液でPA添加後30分振トウした。 PAに転位を起させている様
である。0・GPA叉はそのナト リウム境を用い30分の振識でも或る程度の形割を与えているが、21時



















化防止作用を示す事になる 然し、 (P-GPA+泊〉一β.GPAの価はそれぞれ0.67、0.90、O.77 
で、泊そのもの0時間さえ、4.78の消費量を与えている事から、前r.-の必え方が妥当と考えられる。
従って、この巧えっぢによれば、酸化防止と("J時に s.GPAの転位も抑制されている事になる3





Kummと Daubertlf<.び Handschmaker/1<. Linteris ~i.はサ ン Î)レの出妹としてHll酸 11. 
U フす Jレムの説合併妹を刷いているが、酸性(#J.!lは転位を起す可能性かあるので、 γ Jレ コ ー )~を FH
いた。酸化を完全にならしめる為、PAを添加した後、2時1IB飯能した
300ccの共校附..!.fJlフヅメコに 5gのサンプルをtI('(iし、60-70。に加l泊したアルコール40ccを
人れ、振挫し乍らサンプノレを出解す。 之を 30~35 に冷1.11後、i品利の O.05MPAW液 (13.399gのr
トリウムパーアイルfートを 1α)ccの水と 創)ccの2N倣般に出向f.し、)")レ.J-)¥.で11にうすめた
もの〉を加え振過敏で2時間桜設を行った ift泌をJ:'}.iこ保つ為くはにパターの叫合同化するので〉
35 C の~'}浴上でi温め、 徐をに室温に冷却し、 フ エ ノ ールフタレン 2~jを添加I した後、 O. 1NNaOH
で中和し、之に 10ccの 0.1N:ill淡酸ツーグ.淡を加えた。ついてー乙に lOccのコー ドjJリICf;i主(120g
を480gの水に出解したもの〉を加えると、沃1をの色分:出てぷる 乙を通事IJI)O.lN iIli銚酸裕被主主
加えて消し(色がなくなってから 15cc過剰4ζ入れる〉、過剰J)ill!枇僚を O.lNγ，.コーλ佐沃内足
立液で逆滴定を行った。 ププンタテストは、サンプIレの梢立と (nJ~':ζ (Jい、 サンプJレェ用いたのと
(，1じ訟の O.05M バープイオデイツタ骸溶液を用いて行った
この実主主iこ使用した s-GPAナトリワム訟はDe凶 ChemicalWorks， lncより鴎入したもの
である ζの溶液の凋袈は、各サンプル (5g)に 10mgのナトリウム抱に制当する，，-GPAを1:1い
るべく 、 18サンフ~分として、 0. 1叙)()g を Hiヰし、 乙をアルコ ー ル 15ccにi子必させ、 WI卒し/p ら
lil~T立の浪盗般を徐々に添加l し、 桁出する盗fじ r トリウムを，18過し、 lh~iI~を 25cc の メ λ フフユコ
に集め、主主化ナトリウムを l~rul少量の7・ Jl コ一九で洗い、 ;1!決色. 2!jc にする l このヲ・'lコ-.~ . if 
1夜 1.回ccをピペ吋トで?トサンプJIIこ添加した +ンア jl はt.~伺，l(k:c のア やコ ー 屯にIÙ~ー して置
く 上記の前定方法ーに従って宍殺を行った ß-GPA のみのYJ裁に於ては 1.. 8訟 のプ~コ ー ~t生





Periodate values for natural butter and whito sesame seed oi1 were deterlllIned at 2t;OC at 
an interval of one week and at 370， 500， 750 and 980 each at the end of 24 hrs. It was 
observed that PVs rose steadily with the oil while the butter sample showed a maximulll i1 
the third and fourth week. 
The results obtained in the experiments withβ.GPA and (t;IC oil十s-GPi¥)suggest that 
tbe method of analysis used here would need f.urther J:nocJit¥cation in ol'der to avoid the 
Possibility of migration from theβ・formto the a.fOl'1u or vice versa and also thatβ.GPA may 
have an antioxidant activity while the oil may have a propel.ty of rcstrictIllg migration from 
tle β.form to the α.fol'm. 
In view of the fact tIlat )latural pbophatides havc antioxid:>.nt activity and that sesamol 
and sesamolin have antirancidity for fats， these preliminary rcsults are very interest!'ng and 
further investigation of this problem will be undcrtaken‘ 
Feb. 8， 1954. 
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